
消
雲
人
な
い
節

、
ム

約
十
万
五
千
人
が
鰹
と
な
っ
た
一
九
二

三
(
大
正
十
三
年
の
関
東
大
災
が
伝
え

る
よ
う
に
、
都
市
型
の
地
で
怖
い
の
は
家

屋
の
倒
壊
に
続
く
火
災
だ
。
九
五
(
平
成

七
)
年
の
阪
神
大
震
災
で
は
少
な
く
と
も
二

百
八
十
五
件
の
火
災
が
発
生
し
、
神
戸
市
長

田
区
で
は
四
千
七
忌
以
上
が
全
焼
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
新
潟
県
糸
魚
川
市
で
起
き
た

火
災
で
は
、
古
い
木
造
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
市

中
心
部
を
強
風
が
い
次
々
と
延
焼
百
四

十
四
棟
を
燃
や
し
、
被
害
が
広
範
囲
に
及
ぶ

火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
示
し
た
。
住
宅

密
集
地
の
現
状
と
都
市
で
起
こ
る
火
災
の
仕

組
み
を
探
っ
た
。

尿
田
真
裕
)

コ

「
見
て
く
だ
さ
い
。
糸
魚
川
の
火

災
は
、
明
日
は
わ
が
身
で
す
よ
」

J
R
名
古
屋
駅
か
ら
南
西
に
一
*
0

に
あ
る
名
古
屋
市
中
村
区
の
米
野
地

区
。
米
野
学
区
の
連
翻
議
会
長
太

田
真
人
さ
ん
(
七
さ
は
、
道
幅
一
胱
ほ

ど
の
路
地
を
指
さ
し
た
。
「
消
防
車

N
ム

0

ノ

名
古
屋
高
速

f
,
0
、
口
屋

米
里

は
入
れ
な
い
。
火
事
に
な
っ
た
ら
可

搬
式
ポ
ン
プ
を
使
う
か
、
ホ
ー
ス
を

伸
ば
す
か
だ
」
と
話
す
。

同
地
区
は
地
時
に
大
規
模
な
火

災
の
恐
れ
が
あ
る
「
螢
点
密
集
市

街
地
」
だ
。
名
古
屋
市
で
は
瑞
穂
区
の

み
つ
る
ぎ

御
剣
地
区
と
と
も
に
指
定
さ
れ
た
。

木
造
の
一
軒
家
や
長
屋
が
並
ぴ
、

そ
の
合
間
を
縫
う
よ
う
に
乗
用
車
が

や
っ
と
一
台
通
れ
る
幅
の
路
地
が
張

り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
窓
が
閉
め
切

ら
れ
た
家
も
点
在
す
る
。
太
田
さ
ん

に
よ
れ
ば
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

最
近
は
空
き
家
が
増
え
た
と
い
う
。

秋
祭
り
で
み
こ
し
を
出
せ
な
い
町
内

会
も
出
て
き
た
。
「
消
防
団
も
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
」
と
困
り
顔
だ
。

地
区
で
百
年
以
上
続
く
青
悉
の

軒
先
に
は
、
灯
油
を
入
れ
る
ポ
リ
タ

ン
ク
が
並
ん
で
い
た
。
店
主
の
安
田

太
さ
ん
(
六
七
)
に
よ
れ
ば
、
灯
油
販
売

車
が
来
た
と
き
に
ま
と
め
て
入
れ

て
、
都
合
の
良
い
と
き
に
住
民
が
取

り
に
く
る
の
だ
と
い
う
。
「
昔
か
ら

住
ん
で
い
る
人
同
士
の
近
所
付
き
合

い
は
い
ほ
う
で
す
よ
」
と
話
す
。

糸
魚
川
の
大
火
で
は
一
人
の
死
者
も

出
な
か
っ
た
。
日
こ
ろ
の
付
き
合
い

の
深
い
住
民
が
隣
近
所
に
声
を
掛

け
、
逃
げ
遅
れ
を
出
さ
な
か
っ
た
か

ら
だ
。

だ
が
、
米
野
地
区
は
J
R
名
古
屋

駅
に
近
い
立
地
の
良
さ
か
ら
、
単
身

赴
任
の
人
や
外
国
人
な
ど
新
た
な
住

、
 
T

民
も
少
な
く
な
い
。
国
勢
調
査
員
の

経
験
が
あ
る
鬼
頭
祐
子
さ
ん
(
五
巴
は

「
調
査
で
な
か
な
か
会
え
な
か
っ
た

人
も
い
た
。
火
事
に
な
っ
た
ら
自
分

が
逃
げ
る
の
に
精
い
っ
ぱ
い
な
の
で

は
」
と
不
安
が
る
。

新
し
い
動
き
も
出
て
き
た
。
熊
本

地
を
受
け
て
昨
年
十
貝
十
数
年

ぶ
り
に
地
区
で
防
箭
練
を
し
た
。

二
十
五
あ
る
町
内
会
の
う
ち
、
特
に

密
等
る
三
町
内
で
は
、
糸
魚
川
の

よ
う
に
、
近
所
同
士
で
避
難
を
呼
ぴ

掛
け
合
っ
て
か
ら
逃
げ
た
。

太
田
さ
ん
は
「
住
民
に
防
災
の
意

識
付
け
を
す
る
し
か
な
い
。
新
倭

は
町
内
会
単
位
で
の
訓
練
を
し
た

い
」
と
模
索
を
続
け
る
。

集
団
転
の
試
み
も

行
政
も
密
集
地
の
解
消
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
愛
知
曇
城
市

で
は
花
ノ
木
・
枩
地
区
の
十
七
翁

が
薑
点
密
集
市
璽
に
甕
さ
れ

て
い
る
が
、
四
百
八
十
八
戸
の
う

ち
、
三
百
四
十
六
一
戸
の
壽
が
決
ま

つ
て
い
る
。
担
当
者
に
よ
る
と
、
住

民
内
に
密
集
地
の
解
消
に
向
け
た
機

運
が
あ
り
、
区
画
整
理
が
進
ん
だ
。

従
来
の
よ
う
に
一
戸
ず
つ
で
な
く
、

区
画
内
に
建
設
し
た
仮
焦
に
入
居

し
て
も
ら
い
、
一
度
に
工
事
を
進
め

る
「
集
団
姦
」
の
形
を
取
っ
た
こ

と
で
工
期
を
短
縮
し
た
。
ま
た
、
一

戸
建
て
に
住
ん
で
い
る
住
民
で
組
合

を
つ
く
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
し
た
例

も
あ
る
と
い
う
。

一
友
名
古
屋
市
は
旧
耐
の
木

造
住
宅
を
壊
す
際
、
一
用
の
三
分
の

一
を
上
限
四
十
万
円
で
負
担
す
る
事

業
や
、
道
幅
を
広
げ
る
た
め
の
助
成

な
ど
を
し
て
い
る
。
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濃
尾
地
震
で
消
え
た
橘
座
復
活

郷
雙凡

岐
臭
愛
知
両
県
を
中
心
に
七
千
人

以
上
が
犠
牲
と
な
っ
た
一
八
九
一

爾
治
二
十
四
年
の
濃
尾
地
。
激

し
い
揺
れ
は
庶
民
の
娯
楽
の
場
も
奪
っ

ナ
現
在
の
名
古
屋
市
中
区
橘
に
あ
っ
た

芝
居
小
屋
「
橘
座
は
、
一
六
六
五

露
文
毛
年
か
ら
春
秋
一
面
の
芝
居

興
行
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
尾
張
藩
の

二
代
藩
主
徳
川
光
友
は
、
橘
町
を
発
展

さ
せ
よ
う
と
町
に
芝
長
行
の
特
権
を

与
え
た
。
明
治
に
な
っ
て
も
に
ぎ
わ
い

は
続
い
た
が
、
濃
尾
地
で
小
屋
が
大

破
し
、
橘
座
は
絶
え
た
。

そ
の
跡
地
に
立
つ
の
が
、
愛
産
大
工

C

一
、.

ノ

一

一

ノ
一

「
備
え
る
」

月
六
日
で
す
。

一
'
ー
'
'
ー
'
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
'
ー
ー
ー
ー
,
ー
ー
ー

た
ち
ぱ
な
ホ
ー
ル
前
に
飾
ら
れ
た
最
名

所
図
会
の
L
九
図
を
示
す
伊
藤
俊
典
教
頭

・
名
古
屋
事
区
の
愛
産
大
工
高
で

一
ノ

一
一

、

【

業
高
校
だ
。
一
る
0
二
年
、
高
校
は
地

域
と
話
し
合
い
校
舎
の
地
下
に
「
た
ち

ば
な
ホ
ー
ル
」
を
設
け
た
。
ホ
ー
ル
の

前
の
階
段
に
は
尾
張
名
所
図
会
の
復
元

図
を
飾
り
、
入
り
口
に
は
「
橘
座
と

名
古
屋
高
速
倫

、
父
レ

木
j

工
閻

大
は

産
ち

愛
た

大
書
し
た
木
の
看
板
が
掛
け
ら
れ
て
い

る
。
百
年
の
時
を
経
て
橘
座
が
「
復

活
」
し
た
。

年
二
回
、
生
徒
会
が
地
域
と
話
し
合

い
な
が
ら
公
演
を
催
す
。
落
語
が
中
心

で
、
毎
回
二
百
六
十
席
は
満
員
に
な

る
。
伊
藤
俊
典
教
頭
に
ょ
る
と
、
た
ち

ば
な
ホ
ー
ル
の
建
設
が
き
っ
か
け
で
地

域
と
関
わ
り
が
で
き
た
と
い
う
。
「
橘

座
が
地
域
と
学
校
を
つ
な
い
で
く
れ
ま

し
た
」

地
域
の
外
か
ら
も
視
察
が
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。
「
歴
史
を
知
っ
て
も
ら

防
災
意
識
も
高
め
て
も
ら
え
れ

、
、

しば
」
と
伊
藤
教
頭
は
芋
。
高
校
の
西

側
に
は
説
明
の
嚢
が
立
つ
が
、
現
在

体
育
館
の
新
設
工
事
で
一
時
的
に
取
り

外
し
て
い
る
。

@

名
古
屋
市
の

地
時
等
に
著
し
く

危
険
な
密
帋
街
地

海東

ゞ
龝

゛
、

、
》

都
市
で
大
規
模

た
と
き
に
生
じ
る

る
の
が
、
巨
枩

「
火
災
旋
風
」
だ

災
で
は
、
約
十
万

牲
者
の
う
ち
、
避
,

つ
た
旧
陸
軍
被
服

京
都
墨
田
区
を

三
万
八
千

、
、

し
つ
た
。

被
服
廠
跡
は
、

後
に
、
 
L
字
状
に

だ
場
所
に
あ
っ
た

名
古
屋

金
山

東
海
道
新
幹
線ム

▲
.
▲
.

■.

、

火
災
旋
風
は
ど

簡
易
実
験
を
し
て
、

質
の
エ
タ
ノ
ー
ル
一

囲
う
よ
う
に
、
半
〔

二
枚
を
、
わ
ず
々

て
置
く
。
隙
間
か
一

荏
ど
の
炎
が
ミ

に
達
し
た
。
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冨イ万五'34'動男災前0

2017年(平成29年)2月6日(月曜日)
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糸魚川の火災を「明目1まわが身」
と話し、防災の向上を訴える
太田真人さん囿=名古屋市中,、区
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ふさがれたり、火災が広がつた
りするなど「地時等に著し く

危険な密集市街地」を指す
え広がる危険性の高さや地 外区

準への避難の難しさなどを基 に

自治体が指定する。国土交通
によると、 2012年3月時点で
国に197地区ある。中部6 で

は、愛知県内は名古屋市2地区
と安城市1地区、滋賀県内は大
津市に2地区。
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名古屋市

渇
蓮

都市部の大規模火災

巨大な炎の竜巻

火災旋風かもたらす被害

有な煙や一酸化炭
素(CO)を伴う風が急

乗斤ナ背1

',1^

セ:
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講鄭脚1頭名"' 1'

にチ吉て二囲質簡
達ほ置覆うの易火
しどくをよ工実災
たの゜'う夕験旋
゜炎隙わにノを風
が問ず'1しは
すかか半ルてど

^^^

渦気間切れつき
をががつて
巻入でた, の
きりき筒を皿
な込る状付に゜
がみよのけ燃中
ら'うア'え村
一高にクそや准

ど五し板を性に

火
柱
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瞬
三

1
トメ
ル1

子さずりのす教一
ほ十らル皿い授1、

このツァーは、愛知県東三河総局が東三河地域への若者の就職と定住を
促進するために実施します。
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安心"永代供養

盾
今 二

共同墓(安養廟)一霊又は一名15万円

◆永代供養墓地◆

+◆

アクリル板を使った易実
験。一瞬で炎が渦を巻き、 1
綸ほどのさになった=愛知
県市の橋技術科学大で

街し
'"地く

徳川家康が、

三河一向一揆で誰一人

断罪することな

和睦を鈷び、徳川三百年の

礎を築いた平和の地で

樹翻四百年の

銀杏の木に抱かれ、

一母観世音菩に

られて、眠る幸せ。

ぎんん園.

//zyousyuin.jp/

一秀叟宗冒0宗派は
墓,也問い鵡壱ん1宗昌・宗派は問いません

,邦ゞ劾鶴殉盆苑
岡崎市下佐々木町字下藤野
TEL (0564) 31■316黒井石材店
FAX (0564) 324072

岡崎市上佐々木町鹿乗有限会社

卸ゞ、 TEL (0564) 31.6941内材店
FAX (0564) 31-フ715

ψシ'な占qφ 〒4440201

爪岡崎駅西口より 岡崎市箱柳川北
岡崎市上和田町字北屋敷55番地 原石材店 TEL (0564) 24.6731

^、!^、 FAX (0564) 73,6178
徒歩,0分T趾0564.52.5253 広告有効期限/平成29年3月末日/区画故10区画

中村祐二准教授

都市部の大規模火災

巨大な炎の竜巻

予防1,こ初期消火

'J

■■

跡継ぎのいらっしゃらない個人又は、御夫妻のための墓地

1

燮蕪際剣樗倶△墓)48万円~
0万円 35万円

」

割木み東三河_.,...
し二"とf本^'・ソアー

(一区:^11×9山n)
つき5千円
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安心の

愛知県主催!

(一区画12伽11×120m)
円.につ

火災旋風がもたらす被害
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豊地後安§セ捗鹸懸灸
風定20茜
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参加

対象

、1

.

昼食■ 1 1

1 1
^

◆一(申込順) 1 1 1

付き!疋貝

東京一間の 8:00]東京集合一[8:3刃東京発(ひかり)ー[11:00]イノチオホール主な
ディングス株式会社一[12:30]昼休憩一[13:45]武蔵精密工業株式会社一新線代は

スケジユール[15:20]大三紙業株式会社一[1730予定]豊橋解散

r往復」主催者が負担! ※豊橋集合も可能です。その場合、帰りの新幹線代を負担します。

HP・メール・電話のいずれかの方法でお申込みください。 ※帯電話の方は
※食アレルギ こちらから▼

h即:ノ/WWW.tsc.CO,poinzavjinzai_6/ ,ーをお持ちの方回'、回

==は前にお申'、※お申込み後に登録完了メールが届きます。

し出ください。ー
jinzai_t@tsc.CO,P 話 0532-"-1111 回・"

式会社サイエンス・クリエイト囿0532-44-1111
.合時に来ら才ぬい場合は、欠席扱いとします。

〒441-8T13 橋市西幸町字浜池333番地9 FAX0532-441122 ^.天や交通 により、ツァー内客力^になる tあります。

ありませんが、歩きやす、鳳服装でこ参くださ、、●スーツサイエンスクリエイト h如:ノノWWW.廿C.CO.jp

東三河県庁(東三河総局)
h廿P://WWW.higashimikawa.jp/

有な煙や一化炭
素(CO)を伴う風が急
旋回して町をう

セツト
価

空気(酸素)を取り込
んで火災が続き、さら
{こ拡大しやすくなる

.

^

+

風

.

- R鬨
6■

Y
国
勢
調
査
三
の

柘
子
さ
ん
金
は

か
会
え
な
か
っ
た

'

に
な
寔
ら
自
分

い
?
ぱ
い
な
の
で

出
て
き
た
。
熊
本

ヰ
十
貝
十
数
年

沢
訓
練
を
し
た
。

本
の
う
ち
、
特
に

し
は
、
糸
魚
川
の

土
で
避
難
を
呼
ぴ

逃
げ
た
。

仕
民
に
防
災
の
意

幻
な
い
。
新
凄

の
訓
練
を
し
た

り
る
。

ω
試
み
も

巍
消
に
向
け
て

愛
知
県
安
幣

掘
区
の
十
七
紗

晶
に
指
定
さ
れ

八
十
八
戸
の
う

【
の
姦
が
決
ま

白
に
よ
る
と
、
住

肝
消
に
向
け
た
機

壷
が
進
ん
だ
。

子
つ
で
な
く
、

彼
住
居
に
入
居

欠
に
工
事
を
進
め

四
形
を
取
っ
た
こ

)
た
。
ま
た
、
一

岩
住
民
で
組
合

ヨ
ン
に
し
た
例

爾
え
る
」
は
毎
月
篁
月
曜
に
掲
載
予
定
次
回
は
三

月
六
日
で
す
。

物
か
ら
出
火
し
、
住
民
ら
は
広

い
空
き
地
と
な
っ
て
い
た
被
服

廠
跡
に
避
難
し
た
。
燃
え
る
物

が
な
く
安
全
と
思
わ
れ
た
場
所

を
火
災
旋
風
が
っ
た
。

豊
婁
術
科
学
大
の
中
村
祐

二
准
教
授
(
燃
焼
学
)
に
よ
れ

ば
、
火
災
で
熱
苫
れ
た
空
気

は
上
に
向
か
う
。
そ
こ
に
横
か

ら
の
風
が
入
り
込
む
こ
と
で
炎

の
竜
巻
が
生
じ
る
仕
組
み
だ
。

上
昇
す
る
空
気
と
横
か
り
の
風

が
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
発

生
す
る
が
、
旋
風
が
ど
こ
に
移

動
す
る
か
は
予
測
で
き
な
い
。

糸
魚
川
の
火
災
で
は
、
風
が
強

す
ぎ
た
た
め
発
生
し
な
か
っ
た

と
い
う
。

中
村
准
教
授
は
「
起
き
た
ら

阻
止
す
る
の
は
難
し
い
。
予
防

が
大
事
」
と
話
す
。
予
防
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
災
時
に
火
を
出

さ
な
い
こ
と
と
初
期
消
火
力
の

金
ヒ
、

市
街
地
の
難
燃
化
な

ど
。
特
に
電
気
火
災
へ
の
注
意

が
必
要
で
、
有
力
な
対
策
と
し

て
、
揺
れ
を
感
知
し
て
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
す
「
感
ブ
レ
ー

カ
ー
」
の
入
を
挙
げ
る
。

「
都
市
計
画
の
段
階
か
ら
、
延

焼
を
遅
ら
せ
る
た
め
の
植
林
を

し
た
り
、
飛
ぴ
火
し
な
い
よ
う

空
き
地
を
設
け
た
り
す
る
な

ど
、
火
災
対
策
を
考
す
る
の

が
望
ま
し
い
」
と
語
る
。

LRU

都
市
で
大
規
模
火
災
が
起
き

,
は
旧
耐
・
ゐ
木
た
と
き
に
生
じ
る
可
能
性
が
あ

一
用
の
三
分
の
る
の
が
、
巨
大
な
炎
の
竜
巻

]
で
負
担
す
る
事
,
・
「
火
災
旋
風
」
だ
↓
関
奏
ミ

名
た
め
の
助
成
災
で
は
、
約
十
万
五
千
人
の
犠

牲
者
の
う
ち
、
避
難
場
所
と
な

ろ

つ
た
旧
豊
被
服
廠
跡
(
現
東

京
都
墨
田
区
を
火
災
旋
風
が

三
万
八
叉
が
亡
く
な

、
、

し

レメ

つ
た
。

被
服
廠
跡
は
、
隅
田
川
を
背

後
に
、
L
字
状
に
建
物
が
囲
ん

だ
場
P
に
あ
っ
た
。
周
囲
の
建

1

.

.

吻
一
■

コ
、

ず

今

園
■


